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成
　
人
　
の
　
日

～
二
十
歳
お
め
で
と
う
～

一
月
十
五
日
は
「
成
人
の
日
」
。

全
国
で
今
年
二
十
歳
を
迎
え
る
若
者
は

百
五
十
六
万
人
、
町
内
で
は
男
二
百
人

女
二
百
十
六
人
が
成
人
の
仲
間
入
り
を

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
水
巻
町
で
も
新
成
人
を
祝

う
式
典
が
町
民
会
館
で
、
二
百
六
十
名

の
新
成
人
を
迎
え
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
、
今
年
も
女
性
の
ほ
と
ん
ど

が
和
服
姿
、
華
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か

伊
藤
町
長
を
は
じ
め
各
来
賓
か
ら
お
祝

い
や
激
励
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
新
成
人
を
代
表
し
て
、

古
賀
の
日
高
康
宣
き
ん
が
答
辞
を
述
べ

式
を
終
了
、
今
年
は
記
念
講
演
を
止
め

中
学
時
代
の
息
師
を
囲
ん
で
の
交
歓
会

が
行
わ
れ
、
自
分
の
現
況
や
中
学
時
代

の
思
い
出
に
話
し
が
は
ず
ん
で
い
ま
し

た
。
「
成
人
の
日
」
に
は
、
新
し
い
時
代

を
担
う
若
い
み
な
さ
ん
方
へ
の
熱
い
期

待
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

社
会
の
期
待
に
ど
う
こ
た
え
て
い
く
か

こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。

町　の　人　口

（12月末現在）

人　口　　　　28，062人
男　　　　　13，715人

女　　　　　14，347人

世村数　　　8，907世帯
（11月異動）
転入151人　　出生　33人

転出113人　　死亡10人
ーナノ、で′、－、′、、ヽンｒｒ　、　‾、ざ、・1．ヽトノ、一、－′　　　　－　　　　‾

町県民税0　国保税の　4　期分納期は2　月1日　ま　で
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投
票
所
入
場
券
は

投
票
日
前
日
ま
で
に
郵
送
し
ま
す

投
票
日
に
旅
行
や
入
院
な
ど
で
不
在

の
時
は
「
不
在
者
投
票
」
を

投
票
所
入
場
券
は
、
投
票
日
（
1
4
日

）
前
日
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。
一
枚
の

ハ
ガ
キ
は
四
人
分
の
入
場
券
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
投
票
に
お
い
で
に
な

る
時
は
、
各
人
の
分
を
切
り
取
り
線
か

ら
必
ず
切
り
取
っ
て
ご
持
参
く
だ
さ

い
。も
し
、
入
場
券
を
な
く
さ
れ
た
万
、

ま
た
何
ら
か
の
理
由
で
入
場
券
が
お
手

も
と
に
届
い
て
い
な
い
と
き
に
は
、
投

票
当
日
、
印
鑑
を
持
っ
て
投
票
所
の
事

故
係
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
投
票
所
は
次
の
と
お
り
で
す

投
票
所
入
場
券
に
は
、
あ
な
た
が
捜
　
す
。
投
票
の
前
に
も
う
一
度
た
し
か
め

票
で
き
る
投
票
所
を
記
載
し
て
あ
り
ま
　
て
く
だ
さ
い
。

投
票
は
、
一
人
一
人
が
選
挙
当
日
に

指
定
さ
れ
た
投
票
所
で
投
票
す
る
の
が

原
則
で
す
が
、
例
外
と
し
て
次
の
よ
う

な
人
に
は
、
投
票
日
前
日
ま
で
に
投
票

で
き
る
「
不
在
者
投
票
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。不
在
者
投
票
が
で
き
る
人

①
投
票
日
に
水
巻
町
外
で
職
務
ま
た
は

業
務
に
従
事
中
の
人

㊥
投
票
日
に
や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た

投 票 所 場　　 所 地　 区　 名

革 1投票所
伊左座小学校

講　 堂

立屋敷、伊左座、みずほ団地、二、二町住、
サニーニュータウン、下二、下二町住、入
江興産社宅、林住宅、野間町住

第 2投票所 第 2 保育園 吉田ノー、吉田ノ二、吉田団地、イワゼ町住

第 3投票所
身体 障害者 吉田ノ三、美吉野団地、緑風園団地、鯉
福祉センター 口団地

第 4 投票所 町　民　会 館
頃末、みずまき苑、松栄荘団地、机、高尾団
地、二杜区

第 5投票所
水巻 中学校

体育 館
古賀、新生街、梅ノ木団地、古賀区

第 6投票所
高　松　団　地

集会 所
高松団地、高松区、梅ノ木区

第 7投票所
猪熊小 学校

講　 堂
樋口、猪熊、猪熊町住、おかの台

は
事
故
で
水
巻
町

外
に
旅
行
中
・
滞

在
中
の
人

㊥
疾
病
、
負
傷
、
妊

娠
、
不
具
、
産
じ

よ
く
の
た
め
指
定
さ
れ
た
病
院
に
入

院
し
て
い
る
人
や
少
年
院
、
婦
人
補

導
院
に
収
容
中
の
人

④
交
通
困
難
な
島
な
ど
に
滞
在
中
か
職

務
に
従
事
中
の
人

不
在
者
投
票
が
で
き
る
日
時
と
場
所

不
在
者
投
票
が
で
き
る
の
は
、
2
月

7
日
か
ら
2
月
1
3
日
ま
で
の
年
前
8
時

3
0
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
で
す
。
（
日

曜
・
祭
日
も
で
き
ま
す
）

投
票
場
所
は
、
「
水
巻
町
役
場
」
ま

た
は
「
指
定
さ
れ
た
病
院
」
で
で
き
ま

す
。
そ
の
他
の
場
所
で
は
で
き
ま
せ
ん

な
お
、
不
在
者
投
票
を
さ
れ
る
方
は

印
鑑
を
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。

住
所
の
変
っ
た
時
は
∵

す
ぐ
届
出
を
／

古
賀
区
、
高
松
区

梅
ノ
木
区
に
居
住
さ

れ
て
い
た
方
で
、
住

所
変
更
届
を
さ
れ
て
な
い
方
は
、
役
場

住
民
係
へ
至
急
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
手
当
を
外
国
人
の
方
に
も
支
給

昭
和
5
7
年
1
月
1
日
付
で
、
外
国
籍
で
国
内
に
住
所
を

有
す
る
外
国
人
（
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
）
の
方
に
も

福
祉
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

重
度
の
身
体
機
能
障
害
者
も
し
く
は
精
神
障
害
の
家
族

を
か
か
え
、
日
常
生
活
の
介
護
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方

は
、
役
場
社
会
課
民
生
係
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

2　月　7　日は北方靡上土の　日「北方傍上土かえ　る　日平和の　日」
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住
民
税
・
国
保
税
の
申
告
は

3

　

月

住
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告

の
時
期
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

該
当
者
は
、
三
月
十
五
日
（
月
曜
）

の
申
告
期
限
ま
で
に
必
ず
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
所
得
税
の
確
定
申
告
を
提
出
し
な
い

人
で
も
、
次
の
万
は
住
民
税
・
国
保
税

の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
自
営
業
者
　
　
㊥
農
業
者

㊥
外
交
員
、
ホ
ス
テ
ス
な
ど
自
由
業
者

1
5
　
日
　
ま
　
で

④
家
賃
な
ど
不
動
産
に
よ
り
生
計
さ
れ

て
い
る
者

⑤
大
工
、
左
官
業
者

⑥
日
雇
な
ど
日
給
者

⑦
年
金
、
恩
給
を
受
け
て
い
る
者

⑧
給
与
所
得
者
で
住
民
税
を
給
与
か
ら

天
引
き
れ
て
い
な
い
者

申
告
と
納
税
相
談
日
程

町
で
は
、
次
の
日
程
で
申
告
と
納
税

相
談
を
行
い
ま
す
。

◎
時
間
　
9
時
か
ら
1
6
時
ま
で

◎
場
所
　
役
場
東
別
館

（
グ
ラ
ウ
ン
ド
横
）

2
月
1
6
日
　
二
野
間
町
任
、
二
町
任

下
二
町
住
、
富
田
団
地

2
月
1
7
日
　
吉
田
イ
ワ
ゼ
町
住
、

垣
添
町
住
、
高
松
団
地

2
月
1
8
日
　
鯉
口
団
地
、
猪
熊
町
住
、

立
屋
敷
、
伊
左
座
、
み
ず
ほ
団
地

サ
ニ
ー
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

2
月
1
9
日
　
二
、
下
二
、
入
江
興
産

林
住
宅
、
吉
田
一
、
吉
田
二

2
月
2
2
日
　
吉
田
三
、
緑
風
園
、
美
吉

野
団
地
、
松
栄
荘
、
水
巻
苑

（

2
月
2
3
日
　
頃
末
、
机
、
古
賀

新
生
街
、
高
尾
団
地

2
月
2
5
日
　
二
社
区
、
樋
口
、
お
か
の

台

2
月
2
6
日
　
梅
ノ
木
団
地
、
猪
熊

農
業
所
得
の
あ
る
方

3
月
1
日
　
立
屋
敷
、
伊
左
座
、
二

下
二

3
月
2
日
　
吉
田
一
、
吉
田
二
、
吉
田

三
、
頃
末
、
机

3
月
3
日
　
古
賀
、
樋
口
、
猪
熊

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

げんき

松窪　元毅　ちゃん
昭和56年4月21日生

（害畏）さんの長男

人の気を引く時は「いない

いないバア」、人が見ている時童
には「いいお顔」をしてみんな

を笑わせるおどけ者です。

（梅ノ木団地42棟）

・・元・・

幸　　宇塚　美希　ちゃん
昭和56年4月21日生

（巽諸）さんの敵

ったい歩き、後追い、いたず

らと忙がしい毎日です。食欲旺

盛で元気です。でもやはり、や

さしい女の子に育ってね。

（梅ノ木団地46棟）

住
宅
販
得
控
除
と

還

付

申

告

今
年
も
確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
き

ま
し
た
。
住
宅
取
得
控
除
や
還
付
を
受

け
る
た
め
の
申
告
は
、
五
十
七
年
一
月

一
日
か
ら
税
務
署
で
行
っ
て
い
ま
す
が

役
場
で
も
次
の
日
程
で
受
付
を
い
た
し

ま
す
。

▽
日
時
　
2
月
8
日
、
9
日
、
1
0
日

い
ず
れ
も
9
時
～
1
6
時

▽
場
所
　
水
巻
町
々
民
会
館
日
本
間

住
宅
取
得
控
除
・
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
と

ま
…
＝
：
：
。

自
分
が
住
む
た
め
に
住
宅
を
新
築
し

た
り
、
新
築
住
宅
を
購
入
し
た
と
き
は

そ
の
住
宅
に
居
住
し
た
年
か
ら
三
年
間

支
払
っ
た
所
得
税
の
中
か
ら
住
宅
取
得

控
除
と
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
。還
付
申
告
と
は
…
…
…
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
は
勤
務
先
で
年

未
調
整
を
済
ま
せ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の

方
は
確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
災
害
を
被

っ
た
り
、
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た

方
、
中
途
退
職
者
、
年
金
受
給
者
は
確

定
申
告
を
す
れ
ば
す
で
に
源
泉
徴
収
さ

れ
た
税
金
が
返
っ
て
く
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。贈

与
税
の
申
告
は

お
早
め
に

所
得
税
の
申
告
と
納
税
は
二
月
十
六

日
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
贈
与
税
の
申

告
と
納
税
は
、
ひ
と
足
は
や
く
二
月
一

日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

昨
年
一
年
間
に
も
ら
っ
た
財
産
の
合

計
額
が
六
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、

税
務
署
に
贈
与
税
の
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
贈
与
税
」
と
い
う
の
は
、
人
か
ら

ガ
産
を
も
ら
っ
た
と
き
に
か
か
る
臥
金

下
す
が
、
ご
主
人
名
義
の
土
地
を
奥
さ

ん
や
子
供
さ
ん
名
義
に
変
え
た
場
合
な

ど
も
贈
与
税
が
か
か
り
ま
す
。

贈
与
税
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
は

最
寄
り
の
税
務
署
か
税
務
相
談
室
に
お

気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

納
税
証
明
の

請
求
は
お
早
め
に

銀
行
や
住
宅
金
融
公
庫
に
借
入
の
申

込
み
を
す
る
と
き
、
建
設
業
の
登
録
を

更
新
す
る
と
き
、
工
事
指
名
を
受
け
た

い
と
き
．
…
、
こ
ん
な
と
き
に
必
要
に
な

る
の
が
「
納
税
証
明
」
で
す
。

「
納
税
証
明
」
は
、
請
求
が
あ
れ
ば

い
つ
で
も
発
行
し
て
お
り
ま
す
が
、
所

得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
の
よ
う
に
、

事
務
が
混
雑
し
て
い
る
時
期
に
は
、
即

座
に
発
行
で
き
か
ね
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
「
納
税
証
明
」
の
請
求
は
早
め
に

お
願
い
し
ま
す
。

振
替
納
税
の
お
勧
め

所
得
税
の
納
税
は
、
「
安
全
」
　
「
便

利
」
な
振
替
納
税
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。こ
の
制
度
は
、
あ
ら
か
じ
め
税
務
署

と
金
融
機
関
に
依
頼
し
て
お
く
と
、
金

融
機
関
の
預
金
口
座
か
ら
振
替
に
よ
っ

て
納
税
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、

納
税
の
た
め
に
現
金
を
持
ち
歩
く
必
要

が
な
く
「
安
全
」
で
「
便
利
」
で
す
。

こ
の
機
会
に
振
替
納
税
制
度
を
利
用
さ

れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

手
続
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り

の
税
務
署
又
は
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

▲
▼
1
●
●
ｌ
ｌ
ｌ
ｔ
ｌ
ｌ
Ｉ
1
ま
Ａ
＿
▼
一
▼
一
丁
一
ｌ
ｌ
一
一
ェ
ｌ
▼
＿
一

税
に
つ
い
て
の
相
談
は
ー
。

若
松
税
務
署
へ

（

徽

7

6

1

・

2

5

3

6

）

亀は　た　ち寺の　み　な　さ　ん国民年金に加入　し　ま　し　ょ
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財
政
が
少
し
好
転

改
良
住
宅
事
業
が
完
了

－般会計決算概況

歳　入　　　51億4，604万円

歳　出　　　51億　390万円

差引残額　　4，214万円

昭
和
五
十
五
年
度
の
一
般
会
計
決
算

額
は
、
歳
入
歳
出
差
引
き
四
千
二
百
十

三
万
九
千
三
百
五
十
五
円
の
黒
字
決
算

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

五
十
五
年
度
の
財
政
状
況
は
、
財
政

の
弾
力
性
を
判
断
す
る
指
標
で
あ
る
経

常
収
支
比
率
が
年
々
低
下
し
て
き
て
お

り
、
今
年
度
も
町
の
借
金
で
あ
る
公
債

比
率
も
前
年
度
に
比
べ
三
％
近
く
低
下

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
昭
和
五
十

四
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
き
た
財
政
再

建
の
効
果
が
少
し
現
わ
れ
て
き
た
も
の

と
考
え
ま
す
。

次
に
決
算
の
内
容
で
す
が
、
歳
入
面

を
見
ま
す
と
、
町
税
や
使
用
料
・
手
数

料
な
ど
の
自
主
財
源
が
二
十
億
八
千
八

百
五
十
六
万
円
と
全
予
算
の
四
十
・
五

九
％
を
占
め
、
昨
年
の
二
十
三
・
四
％

と
比
べ
る
と
大
巾
に
増
え
て
お
り
ま
す

こ
れ
は
、
改
良
住
宅
等
の
大
型
事
業
の

減
少
に
伴
な
う
国
・
県
支
出
金
の
減
少

こ
れ
に
対
し
て
町
民
税
や
使
用
料
・
手

数
料
が
増
加
し
た
た
め
、
自
主
財
源
の

比
率
が
大
き
く
な
っ
た
た
め
で
す
。

ま
た
、
財
産
収
入
七
千
七
百
九
十
万

円
に
つ
い
て
は
、
河
口
堰
か
ら
の
送
水

に
伴
な
う
貯
水
槽
の
建
設
用
地
を
地
域

振
興
整
備
公
団
か
ら
町
が
売
収
し
て
い

た
も
の
を
水
道
企
業
に
売
却
し
た
も
の

な
の
で
す
。

歳
出
面
で
は
、
高
松
改
良
住
宅
百
二

十
戸
の
建
設
や
道
路
の
新
設
・
改
良
事

業
、
鉱
害
復
旧
事
業
な
ど
の
投
資
的
経

費
が
二
十
三
億
五
千
二
百
十
四
万
円
、

こ
れ
は
前
年
度
に
比
べ
五
億
一
千
四
百

十
九
万
円
の
大
巾
減
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
理
由
は
、
昭
和
四
十
三
年
度

以
降
続
け
て
き
た
改
良
住
宅
建
設
が
最

終
年
度
に
当
り
、
建
設
戸
数
が
減
少
し

た
こ
と
な
ど
で
す
。

ま
た
、
五
十
五
年
度
は
積
立
金
を
六

千
万
円
と
前
年
度
に
比
べ
二
千
万
円
の

上
積
み
を
し
て
お
り
ま
す
。

歳　　　　　　　　　 入

科　　　　 目 決 算 額 （万 円 ） 構成比 （％）

自

主

財

源

町　　　　　　　　 税 10億　 86 4 19 ．6

分 担 金 及 び 負 担 金 3 ，93 4 0 ．8

使 用 料 及 び 手 数 料 2億 4 ，91 7 4 ．8

財　　 産　　 収　 入 7 ．79 0 1 ．5

寄　　　 附　　　 金 51 －
繰　　　 越　　　 金 1 ，97 6 0 ．4

諸　　　 収　　　 入 6億 9 ．32 2 13 ．5

計 20億 8 ，85 6 4 0 ．6

依

1存

財

源

地　 方　 譲　 与　 税 4 ，31 7 0 ．8

自 動 車取 得 税 交付 金 3 ，66 2 0 ．7

地　 方　 交　 付　 税 12億 3 ，93 6 2 4 ．1

交通安 全対策拝別交付金 356 0 ．1

国　 庫　 支　 出　 金 12億 2 ，47 0 2 3 ．8

県　　 支　　 出　　 金 1億 1，03 5 2 ．1

町　　　　　　　　 憤 3億 9 ，97 0 7 ．8

計 30 億 5 ，74 8 5 9 ．4

合　　　　　　 計 51億 4 ，60 4 1 0 0 ．0

歳　　　　　　　　　 出

科　　　　 目 決 算 額 （万 円 ） 構成比 （％）

、義
務
的
及
び
経
常
的
糸翼
賛

人　　　 件　　　 費 9 億 4 ，21 2 18 ．5

物　　　 件　　　 費 3億　 37 0 5 ．9

維　 持　 補　 修　 費 5 ，9 12 1 ．1

扶　　　 助　　　 費 3億　 42 3 6 ．0

補　　 助　　 費　　 等 4億 2 ，03 4 8 ．2

公　　　 債　　　 費 6億 5 ．72 1 1 2 ．9

小　　　　　　　　 計 26億 8 ，67 5 5 2 ．6

投

資

的

経

費

普 通 建 設 事 業 費 17億 7 ，14 8 34 ．7

災 害 復 旧 事 業 費 3億 8 ，33 5 7 ．5

失 業 対 策 事 業 費 1億 9 ，73 0 3 ．9

小　　　　　　　　 計 23 億 5 ，21 4 4 6 ．1

そ

の
他

の
経
費

積　　　 立　　　 金 6 ，00 0 1 ．2

投 資 及 び 出 資 金 2 7 －
繰　　　 出　　　 金 474 0 ．1

小　　　　　　　　 計 6 ，50 1 1 ．3

歳　 出　 合　 計 51億　 39 0 1 0 0 ．0

覚せい剤0麻薬取締り強化月間（2月1日～28日）



酬間〃冊冊肌用…用酬酬潮間…日間…Ⅲ　昭和57年1月25日　冊冊棚

財政状況

財政 力指 数 0．397 （1に近いほど財政力が強い）

実噴収支比率 1．95％ （数値が大きいほど余剰財源がある）

公債 費比率 10．4％ （低いほど債務が少い）

経常収支比率 77．8％
経常的経費が経常的一般財源に占める

割合い （70～80％が標準的）

住民の税負担状況

砂
山
・
丸
ノ
内
線
、
現
在
曲
川

大
橋
の
エ
車
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

総　 額 町 民 税 固定資産税 軽自動車税 たばこ消費税 電 気税 ガ ス税
特別土地

保 有 税

住民 1 人当り

36．972
17 ．162

1

13 ，758 287 3，13 4 1，8 14 15 802

1世帯当り

118，011
54 ．778 43 ，9 15 9 16 10 ，004 5，79 1 4 9 2 ，558

町傭借入金の推移　（航‥‥万円）　　55年度町償借入金の内訳

改　良　住　宅 2 億6，800 万円

道　　　　 路 1億 160

街　　　　 路 2．100

鉱　害　復　旧 910

計 3 億9、970

50年 度 末現 在 28 億 5 ，168

51　　 ク 3 1億 6 ，586

52　　　 ケ 37億 5 ．58 5

53　　 ク 41億 1 ．43 4

54　　　 〃 43億 9 ，454

55　　　 ケ 舶 億 5 ．032

仰価値州仙納
’
一
ヽ
一
ｌ

こ
ん
な
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た

。
町
政
四
十
周
年
記
念
行
革
。
国

勢
調
査
。
古
賀
林
地
崩
壊
防
止
工

事
。
机
・
古
賀
地
区
国
土
調
査

。
島
円
・
的
場
線
外
一
線
舗
装
工
事

。
古
賀
・
寺
島
線
改
良
舗
装
工
事

二
町
住
内
線
鱒
装
工
事
・
猪
熊
・

入
柳
線
歩
道
設
置
工
事
。
江
川
橋

毒
し
．
．
．
．
．
．
一
ヽ
ｒ
’
し
ー
1
．
．
－
．
と
し
一
－
－
コ
ー
し
′
’
1
－
ミ
ニ
ー
ゝ
‘
一
ｒ
ヽ
．
．
－
．
ｒ
ヽ
′
ヽ
ｒ
ヽ
－

改
築
工
事
。
麻
生
開
・
橋
詰
線
舗

装
工
事
。
丸
ノ
西
・
入
用
線
舗
装

工
事
。
道
瀬
・
野
間
線
舗
装
工
事

。
柳
土
手
・
西
平
線
改
良
工
事
。

羅
漢
前
・
イ
ワ
ゼ
線
道
路
改
良
工
事

。
入
柳
・
稽
替
線
舗
装
工
事
。
古

川
線
舗
装
工
事
。
猪
熊
地
区
排
水

ｔ
Ｊ
ゝ
【
－
≡
一
－
－
．
と
く
三
≡
ゝ
Ｃ
一
ｌ
、
．
≡
．
－
1
1
ヽ
．
三
一
－
．
＞
，
ｌ
ｔ
≡
Ｈ
．
ヽ
く
く
ｌ
ｌ
三
．
ヽ
‘

路
改
良
工
事
　
0
砂
山
，
丸
ノ
内
線
値

曲
川
大
橋
新
設
工
事
。
吉
田
団
地
細

工
∵
∵
∵
∴

吉
田
・
立
屋
敷
線
及
び
伊
左
座
・
吉
刷

相
踊
絹
…
Ｈ
誓
錮
椚
一

（

十

二

一

ｅ

　

　

　

　

　

仙

成人病予防月　間（2　月1日　～　7　日）
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特別会計決算の状況

酬川棚Ｉｉ

特
別
会
計
決
算
概
況

遠
望 7

6

5

4

3

2

1

0

6
億
9

3
0
5
万
円

6
億
5

9
7
6
万
円

⊂＝コ 歳

匹Ｚヨ歳

醗

9　 3
1　 2
摘

ｌ
入

出

5　　5

7　　6
4　 1
2　　7
万　 万
円　 円
∩ 物

7　　5
2　　7
4　　8
万　 万
円　 円
－ ｒ　ｌ－　1金 国 上 下 農

書貞
Ａ
民
健
Ｉ素

水 水
業

丑累計
い別 保
険 遺 道 済

本
会
計
の
決
算
は
、
三
千
三
百
二
十

八
万
九
千
七
百
三
十
二
円
の
黒
字
決
算

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
要
因
は
、
一
月
か
ら
三
月
ま
で

の
医
療
費
の
伸
び
が
鈍
化
し
た
こ
と
と

基
金
横
立
会
二
千
八
百
三
十
五
万
七
千

七
百
四
十
四
円
を
と
り
く
ず
し
た
た
め

で
す
。
積
立
金
の
と
り
く
ず
Ｌ
で
か
ろ

ぅ
じ
て
赤
字
決
算
を
ま
ぬ
が
れ
た
も
の

の
、
今
後
も
国
保
会
計
の
好
転
は
望
め

ま
せ
ん
、
制
度
の
改
正
し
か
な
い
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
早
急
に
解
決
す
る
問
題

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

現
状
で
は
、
一
人
一
人
が
保
健
予
防
に

っ
と
め
受
診
率
を
下
げ
る
し
か
方
法
が

な
い
と
考
え
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

過去3か年の比較

年 度
区 分 53 54 55

世　 帯　 数 2 ．6 58 世 帯 2 ，601 世帯 2 ，799 世帯

被 保 険 者 激 7 ，150 人 7 ，376 人 7 ，3 14 人

1 人当り保険税 26 ，834 円 23 ，9 94 円 32 ，237 円

1 人当り医療費 7 9 ，270 円 91 ，0 29 円 109 ，905 円

蝶　 養　 費 4 億 40 万円 4 億7 ，206 万円 5 億6，224万円

本
会
計
の
決
算
状
況
は
、
予
節
現
敬

七
百
八
十
二
万
三
千
円
で
、
こ
れ
に
対

し
歳
入
七
百
二
十
四
万
三
百
七
十
円
、

歳
出
五
百
七
十
八
万
二
千
五
百
九
十
五

円
で
、
差
引
残
額
百
四
十
五
万
七
千
七

百
七
十
五
円
で
す
。
こ
の
内
七
十
三
万

五
千
円
を
基
金
に
繰
入
れ
、
七
十
二
万

二
千
七
百
七
十
五
円
を
翌
年
度
に
繰
越

し
ま
し
た
。

歳
入
歳
出
差
引
残
額
百
四
十
五
ガ
七

千
七
百
七
十
五
円
の
内
訳
は
、
農
作
物

共
済
勘
定
百
二
十
三
万
四
百
五
十
六
円

業
務
勘
定
二
十
二
万
七
千
三
百
十
九
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

木
会
計
の
決
算
は
、
歳
入
五
千
七
百

四
十
一
二
万
二
百
五
十
二
円
、
歳
出
五
千

六
百
十
七
万
一
千
四
百
十
九
円
で
、
百

二
千
四
万
八
千
八
百
三
十
三
円
を
翌
年

度
に
繰
越
し
ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
め
は
、
下
水
道
使
用
・

料
一
千
九
百
四
十
七
万
九
百
二
十
円
、

県
住
宅
供
給
公
社
か
ら
の
負
担
金
二
千

∵
百
四
十
二
万
円
、
壁
屋
等
戸
数
使
用

料
二
⊥
埋
Ｈ
十
八
万
六
千
六
百
五
十
四

円
で
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
下
水
処
球
場

管
理
委
託
料
一
千
四
百
五
十
一
万
二
千

円
と
需
用
費
一
千
三
百
八
十
九
万
六
千

二
十
四
円
、
一
棟
出
金
二
千
二
百
四
十
二

万
円
で
す
。

な
お
、
練
出
金
二
千
二
百
四
十
二
万

円
は
、
将
来
処
理
場
の
修
理
に
多
額
の

資
金
が
必
要
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
基

金
を
横
立
て
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
に
繰

出
し
た
も
の
で
す
。

昭
和
五
十
九
年
度
水
道
事
業
会
計
決

算
は
、
昨
年
の
九
月
定
例
璃
会
に
お
い

て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

水巻町の水道の概況

給水件数　　　　　8，855件

年間総配水量　　2，395，695ｎ了

，宝器1，3雲言霊
有収水量　　　　2，001，196Ｉが

有収率　　　　　　　83．53％

有効率　　　　　　　87．13％

決
算
状
況
は
、
収
入
三
億
二
千
九
百

千
七
ガ
七
千
亘
二
円
、
支
些
二
億
一
千

三
百
二
卜
万
一
二
千
七
百
五
十
八
円
で
、

一
千
下
目
九
十
七
万
三
千
三
百
四
十
五

円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

当
年
度
末
累
横
剰
余
金
は
、
一
億
二

千
≠
百
十
六
万
九
千
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
内
、
遠
賀
川
河
口
堰
か
ら

の
水
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
第
三
次
拡

張
ポ
業
に
あ
て
る
建
設
改
良
積
立
金
と

し
て
七
千
万
円
、
減
債
積
立
金
と
し
て

八
十
万
日
を
行
っ
て
お
り
、
翌
咋
度
繰

越
金
は
五
千
西
亘
二
十
六
万
九
千
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
果
字
決
算
の
要
因
は
県
営
圧

宅
及
び
改
良
住
宅
建
設
に
と
も
な
う
口

径
別
納
付
金
の
収
入
と
、
徹
底
し
た
漏

水
調
査
の
実
施
と
と
も
に
応
急
修
理
感

あなたの血液は尊い生命を救います。

日赤献血にご協力ください．〝

▼日時　2月19日　10時～16時

▼場所　町民会館ホール

▼主粧　北九州赤十字血液センター

町社会福祉協議会

勢
を
整
備
し
、
漏
水
防
止
に
努
め
た
た

め
で
す
。

し
か
し
、
本
年
度
で
改
良
住
宅
の
建

股
が
完
了
Ｌ
Ｕ
祥
別
納
付
金
の
収
入
減

は
必
至
で
あ
り
、
し
か
も
北
九
州
市
及

び
中
間
市
で
は
水
道
料
金
の
値
上
げ
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
水
道
会
計
も
楽

観
で
き
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

定時制高校生徒募班諸悪慧？晶墓等霜毒基空最へ（鮒2＿65ト1111）
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遠賀郡合同　出初式
水巻町消防団

消防長官表彰に輝　く

）

特
別
永
住
許
可
の
手
続
き
に
つ
い
て

合同出初式で、郡内消防団の先頭を

威風堂堂と行進する水巻町消防団

一
月
十
日
晴
天
の
な
か
、
水
巻
南
中

学
校
校
庭
で
遠
賀
那
四
ケ
町
合
同
出
初

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

来
賓
や
見
物
人
が
多
数
見
守
る
な
か

小
隊
訓
練
、
分
列
行
進
、
ポ
ン
プ
操
法

な
ど
が
披
摩
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
表
彰
式
に
は
消
防
活
動
に
責

敵
の
あ
っ
た
消
防
団
貝
や
一
般
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
彰
さ
れ
た
万
は
次
の
と
お
り
で
す

消
防
庁
長
官
表
彰

竿
頭
綬
　
水
巻
町
消
防
団

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
軍
　
団
長
　
川
島
　
弘

福
岡
県
知
事
表
彰

表
彰
状
　
小
島
繁
睾

福
岡
県
消
防
協
会
長
表
彰

。
永
年
勤
続
（
4
0
年
）
川
島
　
弘

（
1
0
年
）
久
保
田
義
隆
、
杉
本
清
隆

石
塚
啓
二
、
羽
地
遺
和
夫
、
久
保
田

忠
孝
、
尾
田
好
春
、
阿
古
信
太
郎
、

川
島
幸
治
、
小
林
勝

。
優
良
団
員
　
増
田
博
己
、
梶
山
和
男

林
正
行
、
白
井
秀
雄

。
親
子
・
兄
弟
団
員

安
永
安
夫
・
透
、
安
田
修
治
・
良

治
、
徳
王
繁
房
・
雅
之
・
智
之

・
表
彰
授
与
者

宮
川
静
雄
、
篠
原
倍
率

・
防
火
消
防
施
設
宣
伝
功
労
者

藤
崎
正
志
、
峯
幸
夫
、
江
藤
小
平

福
岡
県
民
火
災
共
済
組
合
理
事
長
表
彰

。
分
団
　
水
巻
町
第
二
分
団

。
個
人
　
有
光
国
憲
、
小
田
光
江

消
防
協
会
遠
賀
支
部
長
表
彰

立
山
博
清
、
荒
巻
和
明

町
長
表
彰
・
感
謝
状

刀
根
隆
保
、
中
西
勇
人

消
防
団
長
表
彰
・
感
謝
状

西
田
修
一
、
渡
辺
泰
借
、
井
手
口

政
行
、
城
水
朝
沼
、
田
中
純
二
、
藤

城
典
生
、
徳
王
智
之
、
平
岡
進
、
上

田
信
幸
、
小
島
繁
害

昭
和
2
0
年
9
月
2
日
以
前
か
ら
引
き

続
き
日
本
に
在
留
す
る
朝
鮮
半
島
及
び

台
湾
の
出
身
者
並
び
に
そ
の
直
系
卑
属

（
子
孫
）
と
し
て
日
本
で
出
生
し
、
引

き
続
き
在
留
し
て
い
る
人
た
ち
に
対
し

て
、
申
請
に
よ
り
永
住
が
許
可
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

㊥
申
請
で
き
る
者

①
　
昭
和
2
7
咋
4
月
2
8
口
平
和
条
約

発
効
の
日
に
日
本
国
籍
を
離
脱
し

た
者
で
、
昭
和
2
0
年
9
月
2
日
以

前
か
ら
申
請
の
口
ま
で
引
続
き
口

本
に
在
留
し
て
い
る
も
の
。

㊥
　
①
に
該
当
す
る
者
の
子
と
し
て

昭
和
2
0
隼
9
月
3
日
以
後
昭
和
2
7

年
4
月
2
8
日
ま
で
の
間
に
日
本
で

出
生
し
、
申
請
の
日
ま
で
引
き
統

き
在
留
し
て
い
る
者

⑧
　
①
ま
た
は
㊥
に
該
当
す
る
者
の

直
系
卑
属
と
し
て
昭
和
2
7
年
4
月

2
8
日
以
後
日
本
で
出
生
し
、
申
請

の
日
ま
で
引
き
続
き
在
留
し
て
い

る
者

〔
退
去
強
制
令
書
の
発
付
を
受
け
て

い
る
者
は
除
か
れ
ま
す
〕

の
申
楕
受
付
期
間

昭
和
5
7
年
1
月
1
日
～
昭
和
6
1
年

2

1

Ｊ

ｌ

1

1

－

ノ

3

「

◎
申
請
受
付
場
所

外
囲
人
登
録
の
居
住
地
を
管
轄
す

る
入
国
管
理
局
（
福
岡
入
国
管
理
局

曾

0

9

2

・

2

8

1

・

7

4

3

1

）

の
申
請
方
法

①
　
出
頚
は
原
則
と
し
て
本
人
が
出

頭
す
る
こ
と

⑧
　
1
6
歳
未
満
の
方
、
心
身
障
害
者

の
万
は
法
定
代
理
人
が
巾
補
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑨
　
同
一
世
帯
に
属
す
る
成
人
の
一

人
が
出
頭
し
て
世
帯
員
の
申
請
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
　
疾
病
文
は
遠
隔
地
に
住
ん
で
お

ら
れ
る
方
で
出
頭
す
る
こ
と
が
困

難
な
方
は
、
不
出
茸
理
由
書
を
付

し
て
申
請
者
数
を
郵
送
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

⑤
　
申
請
が
ふ
く
そ
う
す
る
場
合
は

許
可
さ
れ
た
こ
と
を
証
明
す
る
「

在
留
資
格
証
明
寮
」
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
ご
希
望
の
万
は
郵
便
切

手
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

◎
申
請
時
に
必
要
な
書
類

永
住
許
可
申
請
書
〔
2
通
）
、
旅
券

（
堪
示
）
，
外
国
人
登
録
諏
明
寮

（
授
示
）

◎
外
国
人
登
錬
証
明
書
の
記
載
事
項
変

更
登
録
永
住
が
許
可
さ
れ
、
在
留
資
格
証

明
容
を
受
け
と
っ
た
と
き
は
、
許
可

の
日
か
ら
1
4
日
以
内
に
役
場
住
民
課

で
、
外
国
人
登
録
事
項
の
変
更
費
録

申
請
を
行
っ
て
下
さ
い
。

◎
脾
可
の
取
消
し

こ
の
許
可
は
、
許
可
さ
れ
る
要
件

を
欠
く
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
は
取

消
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民
係
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
遠
賀
園
」
4
月
完
成

社
会
福
祉
法
人
筑
前
会
で
は
、
老
人

福
祉
向
上
の
た
め
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
遠
賀
園
」
を
遠
賀
町
浅
木
バ
ス
停

近
く
に
建
設
中
で
す
。

こ
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
6
5

才
以
上
の
人
で
家
庭
に
お
い
て
介
護
を

要
す
る
人
（
ね
た
き
り
老
人
等
）
を
お

世
話
す
る
施
設
で
す
。

「
遠
賀
園
」
で
は
、
4
月
1
日
開
園

を
目
ざ
し
、
現
在
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
開
園
に
先
立
ち
、
次
の
と

お
り
施
設
入
所
者
、
施
設
職
員
等
を
募

集
い
た
し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
申
込

み
く
だ
さ
い
。

▽
入
所
希
望
者
（
定
員
5
0
名
）

入
所
申
請
書
を
役
場
社
会
謀
に
備

え
て
い
ま
す
。

▽
施
設
職
員
の
募
集

事
務
員
（
女
性
）
　
　
1
名

指
導
員
　
　
　
　
　
　
1
名

看
護
婦
　
　
　
　
　
　
2
名

療
　
母
　
　
　
　
　
　
1
1
名

栄
養
士
　
　
　
　
　
　
1
名

賄
　
婦
　
　
　
　
　
　
4
名

介
護
員
　
　
　
　
　
　
ｌ
名

◎
応
募
先
　
遠
賀
園
工
事
現
場
事
務
所

で
毎
週
火
、
金
曜
日
の
牛
後
ｌ
時
に

受
付
け
ま
す
。
履
歴
者
を
持
参
の
う

え
お
い
で
下
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
法
人
「

筑
前
会
」
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

（

雷

0

9

3

2

9

・

3

・

6

0

0

2

）

。受付期間1月18　日　～1月　30　日
0役場社会課へお　い　で下　さ　い

保育園児募集中
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全
国
高
等
学
校
珠
算
競
技
大
会

有
光
国
美
子
さ
ん
（
二
）

が

第

四

位

に

入

賞

会
津
若
松
市
で
開
催
さ
れ
、
本
町
か

ら
出
場
し
た
有
光
国
美
子
（
あ
り
み

っ
・
く
み
こ
）
さ
ん
が
見
事
、
第
四

位
の
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
各
県
の
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
約
八
百
名
が
参
加
し
、
福
岡

県
か
ら
は
二
十
八
名
が
参
加
し
ま
し

た
。国
美
子
さ
ん
は
、
福
岡
県
の
予
選

で
第
三
位
と
な
り
、
全
国
大
会
出
場

権
を
得
、
全
国
大
会
で
も
個
人
総
合

兢
技
第
四
位
と
応
用
顛
技
第
四
位
と

二
部
門
で
見
事
な
成
規
を
お
さ
め
ま

し
た
。また
、
十
一
月
十
五
日
に
は
、
第

三
十
三
回
全
九
州
高
等
学
校
珠
算
競

技
大
会
が
佐
賀
市
で
開
か
れ
、
こ
こ

で
も
個
人
総
合
競
技
第
三
位
の
成
績

を
お
さ
め
て
い
ま
す
。

国
美
子
さ
ん
は
、
現
在
筑
豊
高
等

学
校
の
三
年
生
、
お
父
さ
ん
の
国
恵

さ
ん
が
昔
し
珠
算
を
教
え
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
そ
の
膨
額
を
受
け
て
か

小
学
生
の
頃
か
ら
珠
算
を
習
い
、
高

校
も
商
業
科
を
選
び
ま
し
た
。
高
校

に
入
っ
て
か
ら
め
き
め
き
腕
は
上
達

し
、
今
は
七
段
の
腕
前
、
今
年
は
卒

業
で
す
が
国
美
子
さ
ん
は
、
珠
算
の

生
か
せ
る
大
学
に
進
む
そ
う
で
す
。

珠
算
の
最
高
位
は
、
十
段
だ
そ
う
で

す
。
十
段
位
を
目
ざ
し
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

自
衛
隊
員
が

水
巻
町
身
障
者
会
へ
金
一
封
を
贈
呈

机

小

学

校

県児童画展で

学校優秀賞に

こ
の
ほ
ど
、
福
岡
県
小
学
校
児
童
画

作
品
展
で
机
小
学
校
が
筑
豊
地
区
で
学

校
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

机
小
学
校
は
、
昭
和
五
十
四
年
に
も

優
秀
賞
を
受
彰
し
、
今
回
は
二
回
日
の

受
影
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
児
童
画
展
は
、
絵
画
、
版
画
、

デ
ザ
イ
ン
の
三
部
門
に
分
れ
、
全
校
生

徒
が
出
品
し
、
力
量
を
競
い
ま
す
。
今

年
は
、
特
選
が
七
点
（
絵
画
6
点
・
版

画
1
点
）
、
入
選
は
三
十
点
、
佳
作
二

十
二
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

特
選
入
賞
者

（
絵
画
）

一
年
－
長
谷
川
恩
、
井
沢
賢
司

四
年
－
村
上
憲
治
、
室
谷
真
率

堀
田
寧
絵

五
年
－
平
城
憲
章

（
版
画
）

三
年
－
渡
辺
恵
子

年
も
押
し
詰
ま
っ
た
十
二
月
二
十
一

日
、
自
衛
隊
小
倉
駐
屯
地
の
隊
員
た
ち

の
義
援
金
が
、
水
巻
町
身
体
障
害
者
福

祉
会
に
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

お
く
っ
た
の
は
、
自
衛
隊
小
倉
第
十

四
普
通
科
連
隊
第
二
中
隊
の
隊
員
の
方

々
で
、
身
障
者
福
祉
セ
ッ
タ
ー
に
水
巻

町
身
障
者
福
祉
会
の
小
川
会
長
を
訪
れ

隊
員
を
代
表
し
て
岩
重
副
中
隊
長
が
手

渡
し
ま
し
た
。

岩
窟
副
中
隊
長
の
話
し
で
は
「
今
年

（
五
十
六
年
）
は
国
際
障
害
者
年
で
あ

り
、
障
害
者
の
方
の
た
め
に
少
し
で
も

役
に
立
て
ば
と
患
っ
て
い
る
」
と
の
こ

と
で
し
た
。

身
障
者
福
祉
会
で
は
、
隊
員
の
皆
さ

ん
の
善
意
を
、
有
効
に
生
か
し
た
い
と

の
こ
と
で
す
。

ＲＫＢ テ レビが茶の間 にお届 けす る学習番組 か ら

毎週土曜日　 午前 10 ：30 － 11 ：00放 送

1
月
30
日

ひ げオヤジの生活と意見＝父親と子育て＝

自然と共にを念願に小村に移住したひげオヤジの生活と子育てぶり

2

月

6 猿 に学べ ．／＝猿研究官の子育て論＝

日 山あいに家族と住む蜘斤究官が独こ学んだユニークな子育ての方式

13 あ なたもこれで仲間いり＝性教育と母親の性意識＿

日初潮は大人へ嘩 機だが初潮への母親の指軋ま果して適切だろうか

20 ・島の高校生＝地域社会と若者たち＝

日 福岡市志賀島の伝承行事にかかわる高校生と地域社会（ＲＫＢ制作）

27 あに　 おとうと＝兄弟と母親のかかわりに

日 まったく反対の気質をもつ男2人兄弟のものの見方や考え方と母親

3

月

6 手作 り絵本 妃絵本とチビもコ

日 手作り絵本を5年間作り続けてきた母親グループとその子どもたち

13 父 の場合　 母の場合＝親の生きざま⇒

日 親の後姿を見習って成長する子どもに見せる親の生きざまを考える

20 親 ってなんだ ？填親の役割－

日 離婚や蒸発などで急に親をなくした子どもの親代りを務める人たち

27 お年寄 りのいる保育園 巳幼老一体の保育と母親の役割＝

日 地域のお年寄り・園児・母親の定期交流と核宮族時代の母親のあり方

企画・制作　 民間放送教育協会　　 協力　 文　 部　 省

‾人一人がたすけ合うみんなの力で明るいえがお　吉田中4年　岩崎つかさ
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衛
　
　
塵
　
　
だ
董
卓
醤
曇
薬
毒

7
か
月
児
健
康
相
談

▽
日
時
　
2
月
8
日

受
付
　
1
3
時
か
ら
1
4
時
ま
で

▽
場
所
　
役
場
酉
別
館

▽
対
象
　
5
6
年
6
月
1
日
か
ら
7
月
3
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
乳
児

▽
内
容
　
身
体
計
測
、
運
動
発
達
観
察

▽
持
参
す
る
も
の
　
母
子
手
帳

1

歳

6

か

月

児

健
康
相
談

▽
日
時
　
2
月
1
日
、
2
月
1
5
日

受
付
　
1
3
時
か
ら
1
4
時
ま
で

▽
対
象
　
1
歳
6
か
月
～
1
歳
8
か
月

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

▽
内
容
　
身
長
、
体
重
、
頑
固
測
定
、

し
っ
け
、
栄
養
な
ど
の
個
人

相
談

母
子
手
帳
の
交
付

▽
日
時
　
2
月
1
日
、
2
月
1
5
日

い
ず
れ
も
1
0
時

▽
場
所
　
役
場
酉
別
館

▽
内
容
　
検
診
結
果
の
説
明

母
子
保
健
制
度
に
つ
い
て

個
人
相
談

東
印
鑑
を
持
参
の
こ
と

老
人
検
診

▽
日
時
　
2
月
8
日
、
2
月
9
日

午
前
1
0
時
～
午
前
1
1
時

▽
場
所
　
机
山
荘

▽
対
象
　
6
5
歳
以
上

▽
内
容
　
検
尿
、
血
圧
測
定
、

個
人
相
談

自動車事故でお困りの方へ

県交通事故相談所のごあんない

相談は無料です。簡単なご相談は電話でも
受けております。
なお巡回相談も行っていますのでご利用下
さい。

1．相談場所

（1）福岡県交通事故相談所
椙同市博多区東公園7番7号（〒812）
福岡県庁内9階北側

相談電訪　092－651－1111（内線2555）
092－622－0403（直通）

2．相談日時

毎週　月～金　9：00～17：00

土　票豊詔（雷去雷‡：ま）
（受付11：00まで）

（弁護士相級、木、13：00～16：00）

鯉口団地分譲住宅購入者募集

）

福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
鯉
］
ｌ

団
地
に
建
設
中
の
分
譲
住
宅
が
完
工
し

た
の
に
伴
な
い
、
次
の
と
お
り
購
入
者

を
募
集
し
ま
す
。

▽
受
付
期
間
2

月

1

0

日

～

2

月

1

4

日

▽
申
込
用
紙
配
付
場
所

2
月
上
旬
か
ら
役
場
窓
口
で
配
付

し
ま
す
。

▽
申
込
み
場
所

鯉
口
団
地
内
の
事
務
所

▽
募
集
戸
数

堪
戸
〔
木
造
、
平
屋
と
二
階
建
）

▽
申
込
者
の
資
格

①
自
分
が
住
む
た
め
の
住
宅
を
必
要

と
す
る
方
（
原
則
と
し
て
6
0
歳
未

満
）
で
、
自
己
資
金
の
準
備
が
で

き
、
公
庫
融
資
を
必
要
と
さ
れ
る

方
。

⑧
最
低
2
8
3
万
2
千
円
以
上
の
年

収
（
ボ
ー
ナ
ス
、
税
込
）
が
あ
る

方
。

⑨
入
居
時
に
同
居
世
帯
員
が
あ
る
方

④
日
本
国
籍
の
方
（
二
重
国
籍
を
含

み
ま
す
）

⑥
連
帯
保
証
人
が
あ
る
方
（
保
証
人

を
た
て
ら
れ
な
い
方
は
㊥
公
庫
住

宅
保
証
協
会
を
利
用
で
き
ま
す
〕

土 地 面 横 建 物 面 積

概算譲渡価額
住宅金融公庫
融資予定額

自　己　資　金

現金一括払ｌローン等を掴 する場合

ｍ 坪 ｎヾ 坪
現 金 ローン等

241 03 71 91 83．03 25．11 1，967万円 770万円 1，197万円 287万円 910万円

ｌ ｌ ｌ ｔ ｌ 又は ｌ ｌ以上 ｌ 以内
379．38 114．76 109．61 33．15 2，472 790 1，702 362 1，340

簡
易
水
洗
便
所
に

改
造
さ
れ
七
時
は

届
出
を

餃
近
、
便
槽
は
そ
の
ま
ま
で
便
器
の

部
分
を
改
造
し
た
ペ
タ
ル
式
や
泡
式
等

の
簡
易
水
洗
便
所
が
啓
及
し
て
き
ま
し

た
。こ
の
よ
う
な
簡
易
水
洗
便
所
の
汲
み

取
り
は
、
従
畳
制
（
1
8
～
1
5
0
円
）

と
な
り
ま
す
。
便
所
を
改
造
さ
れ
た
と

き
は
、
役
場
保
健
衛
生
係
（
曾
2
0
1

・
4
3
2
1
）
に
電
誠
で
届
出
を
し
て

下
さ
い
。

写
真
同
好
会
会
員
募
集

水
巻
写
其
同
好
会
で
は
、
次
の
と
お

り
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

◎
月
例
会
毎
月
第
三
木
曜
日

会
費
　
月
一
、
0
0
0
円

◎
申
込
先
水
巻
町
役
場
古
海
正
治
ま
で
連
絡

く

だ

さ

い

。

（

鎗

2

0

1

・

4

3

2

1

（

内

5

1

3

）

）

火
の
元
の
点
検
は
大
丈
夫
で
す
か
／

昨
年
の
郡
内
の
出
火
件
数
は
、
五
十

五
件
、
損
害
緻
一
億
五
百
三
十
四
万
円
、

死
者
二
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
火
災
原
因
の
八
〇
％
は
、

火
を
取
扱
う
人
の
不
注
意
で
す
。

火
災
は
永
年
に
わ
た
っ
て
築
き
上
げ

た
財
産
を
灰
に
し
、
時
と
し
て
尊
い
人

命
も
奪
い
ま
す
。
そ
の
原
因
は
、
今
火

を
取
扱
っ
て
い
る
あ
な
た
に
か
か
っ
て

い
ま
す
。

今
こ
そ
、
次
の
点
に
注
恵
し
わ
が
町

か
ら
火
災
ゼ
ロ
を
め
ざ
そ
う
。

注
意
事
項

ｌ
、
火
を
取
扱
っ
て
い
る
と
き
は
、
絶

対
に
火
の
そ
ば
か
ら
離
れ
な
い
。

2
、
ホ
ー
ス
か
ら
ガ
ス
漏
れ
は
し
て
な

い
か
、
石
け
ん
水
で
点
検
す
る
。

3
、
ガ
ス
風
呂
釜
の
空
焚
き
に
注
意
し

空
焚
き
防
止
装
置
の
作
動
を
確
蝕
す

る
。
4
、
外
出
時
や
お
や
す
み
前
に
火
の
元

の
点
検
を
す
る
。

5
、
家
の
囲
り
に
可
燃
物
（
ダ
ン
ボ
ー

ル
な
ど
）
が
放
博
し
て
な
い
か
、
確
認

す
る
。

6
、
ボ
イ
ラ
ー
や
風
呂
釜
の
煙
筒
が
可

燃
物
に
接
触
し
て
な
い
か
、
確
認
す

る
。
7
、
家
庭
に
消
火
器
を
置
き
初
期
消
火

に
備
え
る
。

4月分グラウンド抽せん会　0日時2月1日13時　。場所町民会館二階会議室
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2月のし尿汲取予定日
1日　頃末（1、3、4、7、16、18区）、猪熊

2日　頃未（1、2、7、10区）、林住宅、吉田

三原添町住、猪熊

3日　頃宋（22、23区、唐熊県住）、吉田二6区

吉田三5区、猪熊

4日　頃末（22、24区、唐熊県住）、吉田二御輪

地（1、2区）、吉田三（2、5、6区）

猪熊、新生街、頃末（15、25区）

5日　吉田三（1、2、3、5、6、11区）、吉

田二御輪地、猪熊、15日まわり

6日　苫田三緑風園、頃末18区、頃末松栄荘、頃

宋（奥の一、奥の二）

8日　頃末（17、19、20、21区）、頃末（6、11

14区）、頃未松栄荘、美吉野

9日　頃宋（6、11、14区）、美吉野、頃末（9

10、20、21区、みずまき苑）、下二、伊左

座、立屋敷

10日．古賀、新生街、吉田一（片山、川端通り）

宮田二（本村、川端通り）、二、下二
12日　宙黄、机、吉田二（3、5、6区、滑石、

宮尾、本村、御輪地、大橋、県道筋）、二

13日　書田二（3、4、6、9区、イワゼ町住、

大橋、県道筋）、吉田－（3区、月夜待）

．二二社区（宮ノ下、机社宅）

15日　樋口（卯月、中樋口）、下二町住、二町住、

．　曹同一（3区、商店街）、吉田三（車返し

）、二社区（宮ノ下社宅）

16日　樋口、苫田団地（37－43、46－52棟）、二

町住

17日　猪熊、吉田団地（19～22、28｝36、44－45

53－57、72、94－101棟）

18日　吉田団地（3～6、8－10、16～18、23～

27、60｝65、83－85、102～113棟）

19日　吉田団地（1、2、7、11－15、66－71

86～93、76－82、73、105、108棟）、猪熊

20日　下　二（1、2、3区）、吉田団地分譲、

15日まわり、猪熊町任

22日　二（野間町任）、吉田二（本村）、古賀県

任

23日　二、伊左座、樋口赤水

24日　下二（4、10区、双藁荘）、伊左座（3、

．5区）、樋口川端通り

25日　下二（5、6、7区）、伊左膝Ｃ3、5区〕

猪熊、樋口

26日　みずほ団地、猪熊

27日　みずほ団地

1
月
の
請
謁
相
談

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
か
た
く
守
り

ま
す
。
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
2
月
8
日
、
1
5
日
、
2
2
日

い
ず
れ
も
1
3
時
～
1
6
時

▽
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

▽
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

宅
地
建
物
取
引
に
関
す

る
無
料
相
談
所
を
開
設

宅
地
建
物
に
関
す
る
紛
争
や
苦
情
を

解
決
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い
。

▽
日
時
・
場
所

弓
豊
｝
小
道
哺
順
標

1
月
2
7
日
　
黒
崎
そ
ご
う

1
0
時
～
1
6
時

▽
相
談
員

弁
護
士
、
税
理
士
、
宅
地
協
会
相
談

員
、
県
建
築
部
職
畠

ふ
ぐ
調
理
師
試
験

▽
受
験
資
格
者

ふ
ぐ
処
理
業
者
従
事
証
明
が
さ
れ
た

日
の
前
日
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者①
中
学
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
す

る
者
で
、
ふ
ぐ
の
処
理
（
有
毒
部
分
を

除
去
す
る
こ
と
を
い
う
。
）
の
業
務
に

従
事
し
た
期
間
が
三
年
以
上
を
経
過
し

て
い
る
も
の
。

◎
右
記
以
外
の
者
で
ふ
ぐ
の
処
理
の

業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
五
年
以
上
を

経
過
し
て
い
る
も
の

▽
試
験
月
日
及
び
会
場

月
日
　
昭
和
5
7
年
3
月
2
6
日

会
場
　
福
岡
市
酉
区
別
府
五
丁
目

中
村
学
園
大
学

▽
受
付
期
間

5

7

年

1

月

2

5

日

～

2

月

6

日

▽
捏
出
場
所

住
所
地
又
は
就
業
地
を
管
轄
す
る
保

健
所

※
受
験
手
続
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
遠
賀

保

健

所

（

曾

2

0

1

・

4

1

6

1

）

に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

無
線
墳
墓
の
改
葬

▽
所
在
地
　
徳
島
県
美
馬
郡
脇
町
字
曽

江
名
1
5
～
1
7
番
地

。
届
出
先
　
脇
町
役
場
厚
生
課
（
曾
0

8

8

3

5

・

2

，

ｌ

ｌ

1

1
）

。
届
出
期
限
　
5
7
年
2
月
2
8
日
ま
で

▽
所
在
地
　
徳
島
県
板
野
郡
土
成
町

言
あ
か
さ
か
墓
地
」
　
「
新
四
国
基

地
」

。
届
出
先
　
徳
島
県
川
島
土
木
事
務
所

（

禽

0

8

8

3

・

2

5

・

3

1

1

1

）

・
届
出
期
限
　
5
7
年
2
月
1
日
ま
で

広
域
行
政
組
合
関
連
企
業

遠
賀
ダ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
社

員
募
集

▽
ご
み
車
収
集
乗
務
員

男
子
　
1
8
歳
以
上
3
0
歳
ま
で

▽
給
与
（
3
0
歳
妻
帯
者
）

1
5
万
7
、
0
0
0
円
、
運
転
免
許
証

所
持
者
1
6
万
7
、
0
0
0
円

▽
募
集
人
員
　
2
名

▽
勤
務
時
間
　
8
時
～
1
7
時
ま
で

▽
そ
の
他
勤
務
条
件

社
保
・
退
職
金
・
生
命
保
険
・
年
次

休
暇
あ
り
、
定
期
昇
給
年
一
回
、
賞

与
年
二
回
、
日
祭
日
休
日
、
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
送
迎
あ
り

▽
履
歴
書
受
付
　
2
月
5
日
ま
で

▽
面
接
　
2
月
6
日
　
1
2
時

～　お　　礼～
香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご
寄贈がありました。ご冥福をお祈りいたします。
頃　　　宋
高松団地
吉　田　二

高松団地
高松団地

故越智　玉久殿　　越智　　弘殿
故安河内国広殿　安河内トモ江殿
故藤本　安人殿　　藤本浅　子殿
故緒方　金光殿　　緒方　光成殿
故福城　浮市殿　　福城　孝志殿

田田地　　故吉田　太助殿　　吉田　恵ま殿
頃末芳賀仏壇店、垣添町吉村義明殿より社会
福祉増進のためとしてご寄贈がありました。

※
履
歴
書
の
送
付
及
び
面
接
場
所
、
問

い
合
せ
は
、
岡
垣
町
野
間
四
六
六
－
二

「
有
限
会
社
遠
賀
ダ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
」

へ

。

（

徽

0

9

3

2

8

・

2

・

0

1

1

8
）

あなたの役場の電話番号は、（201－4321）です。


